
日頃の出来事一つひとつにそれを適用しようと躍

起になるのは、ザルで水をすくおうとするような

もの。水をすくうことは不可能です。ではどうす

るのか。逆に、ザル自体を水につけておくことが

必要だと森光繁は述べています。ロータリーの奉

仕の心という大きな海に常にどっぷり浸かってい

る自分をイメージして、自分の心を奉仕の海から

抜け出せないようにしておく。その上で日常生活

を行えば、言動は自然と奉仕の理念の実践となる

と、彼は述べています。

　僕はこのことこそが、ロータリアンがロータ

リーと向き合う正しい姿だと思っています。こと

さらに何か奉仕を行おうという態度、すなわち、

まず実践しようという態度ではなく、その前に奉

仕の心を自分の中に育て、維持しなければなりま

せん。そのためには、自己教育によって人に優し

くできる自分になり、それを維持することです。

これができれば、第三項目、すなわち奉仕の実践

は自ずと可能になります。

　これは第三項目の問題だけではありません。ロー

タリーという海に常にどっぷり浸かって、ロータ

リーという世界に常に身を浸していれば、ロータ

リーが与えてくれるひとつの偉大で正しい生き方

ができるようになり、奉仕の実践だけでなく、人

間的成長がもたらされ、さらには人生が非常に意

味を持ってきます。ロータリーの海にどっぷり浸

かること、すなわち、ロータリーが与えてくれる

人生哲学をしっかり理解して実践すること、これ

を自己教育と呼ぶのです。
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本年度会長テーマ Build FUTURE

諏訪（浩）会長

　

　　　　　　　　　　「ロータリーの目的」の第

　　　　　　　　　三項目に、「ロータリアン一人

　　　　　　　　　一人が、個人として、また事

　　　　　　　　　業および社会生活において、

　　　　　　　　　日々、奉仕の理念を実践する

　　　　　　　　　こと」とありますが、これに

は大きな疑問を感じています。日本語はとても便

利と言いますか卑怯な一面があって、表づらがよ

くて素直に聞けるのですが、よくよくその真意を

探求すると、わからない場合があります。この第

三項目も素直に聞けますが、果たしてこれは可能

なのでしょうか。こういう意見を持つロータリア

ンは昔からいらっしゃって、例えば、今治ロータ

リークラブの森光繁はその著書「ロータリーの本」

の中で、そんなことはできるはずがない、と指摘

されています。これは「ロータリー文庫」に収め

られていますから是非ご覧ください。

　森光繁は、そもそも日常生活において何の脈絡

もなく発生するいろいろな現象が起こる度に奉仕

の理念を適用しようとする態度自体が、あたかも

ザルで水をすくおうとするに等しく不可能である

と述べています。同じような表現を小堀憲助も

使っています。

　では私たちロータリアンはこの第三項目を満た

すためにどうすればいいのでしょうか。奉仕の理

念を実践するぞ、と身構えて、無造作に発生する

【ロータリーという海に浸る

　　ー「ロータリーの目的」第三項目への疑問ー】

「青 少 年 奉 仕 月 間」



　!ෂഺĪ็īणĪ૵଱డਠĆ൥Ⴓī

　!　઀日、3:日にီ社߰଱഍会ならびにଲำᄜ

　!会をާ੓し、私は社長を൞໸し会長に୊໸いた

　!しました。ষ໸の社長にはಮოଲำᄜであった

　!中ഺ!ฆৗが୊໸いたしました。

　!　私は今ষ、ఛ社長の཯ඣに私なりの助言を行

　!い、正しい方向ɒ会社が向かうよう行動しよう

　!と思っております。ఛ社長がޣさんにお世ሇに

　今おሇししていることは౼తሄɠえவしᙏႲな

言い方になりましたが、ロータリーはड़してただ

のසᆯしクラブなのではなく、その教ࡹをିけ໴

れるという౼తሄのୠ合体です。是非、このよう

なロータリアンになっていただきたいし、クラブ

がそのようなロータリアンを育てるၚになってɕ

しいとࡄっています。

　!഼クラブ例会ᆽ૪ဿ৩

　! 7ॢ18日ժ　ঢ়๿໱日ીSD　ᄕ間例会にဿ৩

　! 7ॢ1:日լ　ঢ়๿ຄSD࢒びঢ়๿ᆳ႘SD　　

　　　　　　　!!ᄕ間例会にဿ৩

　! 7ॢ31日ծ　ঢ়๿௱໤SD　࢑会

　! 7ॢ35日ժ　ঢ়๿ຄ໤SD࢒びঢ়๿中ܻSD　　

　　　　　　　!!ᄕ間例会にဿ৩　　　　　　　!!

　　　　　　　!!ঢ়๿໱日ીSD　࢑会

　! 7ॢ36日ի　ঢ়๿ಀ໤SD࢒びঢ়๿॑ڤSD　　

会࢑!!　　　　　　　

　! 7ॢ37日լ　ঢ়๿ᆳ႘SD　࢑会

　! 7ॢ39日ծ　ঢ়๿௱໤SD　ᄕ間例会にဿ৩
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𠮷๜（大）ࠎ事会ოၡਠ

5ॢड़ધॢȤɛɁɂȠȮȰȞɘȳă

（ǐშ）

ટᄄण　　　　!!ঢ়๿॑ܠ༔業ࢾ同೨合

๜中ण　　　　!!๜中ݛ৙࡙৙業ն

ਃඇण　　　　!!ਃඇ८ಡʋンʍルタンʠն

๲ۈ（ᆚ）ण　　ঢ়๿૝੮ն

ܼᅕȤඞ౺໲ȤɛɁɂȠȮȰȞɘȳă

（ǒშ）
ঈ　ण　　　　　　せいか࿧人

๲ۈ（ᆚ）ण　　　　లष࿧人

ഺ上（ථ）ण　　　　ᆶ࿧人

𠮷๜（大）ण　　　　ྰථા࿧人

ঈण　　　　　　ྰ਑ા࿧人ڤ

૿টण　　　　　　ڃᄚા࿧人

会ۙࡥ༄໲

本　日（Ǒॢ41日Ćᄄᅓ日）

　会ۙౘ　:1შ　　出ಌଞ　85შ

　ज़ಌଞ　18შ　　ご来ࢊ　 1შ

　ご来࿠　 3შ　　ʊʑʠ　 1შ

　　　　　　　　　　!ो　　87შ

　5ଢ଼前の例会3135༃5ॢ36日Ćᄄᅓ日

　　　　　出ಌᆎ　111œ

໤ᚖဋۙڳ長୸ಌၡਠ

ʯ˅ʈˁʸĆ୸ಌۙڳ会

会ၡਠۙڳ

Ⴈ日ɉ211჈ʡ˃Ɉ఍ૢ例会Ɂȳ

ʑʶɼ˃ʴʛʇʑ SAA ! 長ඇರ（ਔ）ဋۙڳ長



　!なることがあるかもしれませんが、その੫は

　!よろしくおࡄいいたします。

　!൥ఆणĪ૵଱డਠĆࣸێစī

　!　ॄ੟˄ʵーʠ（ಘ）Ǒॢ39日ਖの表૒に、「不

　!動心」という言ᅝとともにऻ੪されました。

　!　「不動心」とはိ常心を။つことが੕೑の

　!य़果をもたらすということですが、࿱ඦの၉ী

　!઺業ოをはじめとする人生のあらɠる場面にฆ

　!じるものとして、常に心ߙけています。

　!　また၉ী઺会会長として、ۜきറきીმに

。り๒う活動を行ってまいりますࡍ!　

　!ટᨩणĪ૵଱డਠĆʘʮ˃ī

　!　Ǒॢ37日թ、ᄵૂǓშによりบりイʱンʠを

　!ާ੓しました。

　!　私がࠢຢ（ʍʂʄʏラ）となりましたので

　!ʑʶイルを出ၣさせていただきます。೅をอࢷ

　!してくださったཞᚖण、ఛ൲ण、本ຎにお世ሇ

　!になりました。ありがとうごȰいました。ߖし

　!かったです。

　!ಒટणĪ૵଱డਠī

　!　Ǒॢ35日ծġ37日թにާ੓されましたঢ়๿

　!ॻ਒৫഍体（ᆌ上ࡳࢻ大会）で、ധાがටા

　!1Ą611nと4Ą111n௩ޮに出ました。य़果は

　!まずまずでした。がんばったので出ၣします。
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ἮὊỶἋỽỸἚᢃѣỉഩỚ

ᾀ Ịẳộụ
ᾀᾈ὿ᾆ࠰ỆỶἀἼἋỉἨἻỸὅἉὊ޽ỂᵐᵎӸỉ࠰ݲẺẼỂᘍỪủẺ

ẰễỿἵὅἩẦỤἋἑὊἚݱ

ᾁ оڼᎍ
ỶἀἼἋʴỉἿἢὊἚὉἫὊἙὅὼἣỸỺἽҷίᵠᵋᵮὸᵏᵖᵓᵕᵋᵏᵗᵒᵏ ᵖᵑബ

ᾂ ଐஜỂỉỊẳộụ
ᾀᾈᾁᾁ࠰ίٻദᵏᵏὸỆׇ࠰ݲଐஜᡲႱầоᇌ

ᾃ ἋỽỸἚʴӝ
ɭမᾀᾆᾂỉ׎ểע؏ ኖᾄύᾆ὿὿ɢʴ

ଐஜᾉኖᾆɢʴ ჄᡲႱᾉᵗᵖᵕʴίᵒᵍᵑᵎὸ޽࠼

˟ᙱἿὊἑἼὊἁἻἨോ̊޽࠼

ἘὊἰ
ẐἮὊイἋỽỸἚểڊˁ෇ѣẑ

2024ফ5া30঩

঩ম঎ॖش५ढ़क़ॺઁਣ਩৴ೇ
਩॥঑ॵ३ঙॼش ஌মਫ಻

ࣂ ᅇ

ᇹᵐᵑׅɭမἋỽỸἚἊἵὅἮἼὊ
ᵐᵎᵏᵓί࠯঺ᵐᵕὸ࠰ᵕஉᵐᵖଐ῍ᵖஉᵖଐ

ᵏᵓᵓỉ׎ểע؏ẦỤᵑᵑᵊᵔᵐᵖʴ
ჷ᪰ẨỤỤා᧺ࠊӝޛӝჄޛ

ἦὊἋἩἿἂἻἲ޽࠼

ί࠯ԧܖ፼ὸ
ἢἋᵒᵎӸίᵏᵎᵎӨὸᶣᵔଐ᧓ίᵐᵒᵊᵎᵎᵎӸὸ

ʴỉấɭᛅỆễỤệợạẆ
ʴỉấɭᛅửẴỦợạẆ
ẸẲềإẟử൭Ờệợạ

ίᐯ඙ỉɤᚥὸ
ίྵנỂờᡫဇẴỦ୍ᢄႎễڊˁỉችᅕὸ

ἮὊỶἋỽỸἚଐஜᡲႱИˊዮᧈ ᕲࢸ ࠯ૼ ൞
Өฺዮთࡅൟဃᧈܫ
ᡥ̮ٻᐫὉٳѦٻᐫ
ிʮࠊᧈửഭ˓

「ボーイスカウトと
　　　　奉仕活動」
　日本ボーイスカウト広島県連盟
　　　県コミッショナー
　　　　 森 本  正 彦 氏

൬āሇ൬āሇ

ġɩȹȱɈၣဘġ

わたしのၣဘは、ބがݦのアイʡルĊ
༁のルɾです。どんな૪でも111œの
。をくれます௶ڈ
が、構いすȨると、ᅎଙなくཱॖして
くるʜンʟ˄なところもあります。
ルɾの仕ഐを見てるとݦരəんな௖ࡃ
になります。

吉
田
　
浩
章
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ὸ˺߻૰ྸὉ᣼փٳ෇ѣί᣼ٳእỉ᣼࠯

෇ѣίỿἵὅἩễỄὸٳእỉ᣼࠯

ἩἻắỚἢἋἑὊἌίμޒ׎᧏ὸ

Ѫ᣿෇ѣί໎ܹ፯ੲѪ᣿ὉἸἝἍἧѪ᣿ὸ

ˁڊᘍʙồỉ؏ע

ὁἁὁἁᐯ໱˳᬴ẝẸỎίμޒ׎᧏ὸ

ἮὊỶἋỽỸἚᢃѣỉႸႎ

ἮὊỶἋỽỸἚỉ෇ѣỊẆɼỆ᣼ٳỂẆ܇ỄờẺẼỉ
ᐯɼࣱửٻЏỆᘍẟộẴẇ

ὉἂἽὊἩỂỉ෇ѣửᡫẳềẆ

ὉẸủẹủỉᐯɼࣱẆңᛦࣱẆᅈ˟ࣱẆẺẪộẲẰở

ἼὊἒὊἉἕἩễỄửᏋỚẆ

ὉẐɟʴЭễʴửᏋềỦẑẮểửႸਦẲềẟộẴẇ

ἮὊỶἋỽỸἚᢃѣỉႸႎ

਼ੀુৢभঅ४ঙথ
Creating a Better World
كॉଐः਼ੀ॑णऎॊेق

ेॉଐः঺ভযभ୘ਛ
਼ੀ५ढ़क़ॺ੶ฆ

ἮὊỶἋỽỸἚᢃѣỉཎࣉ

ṺẐẼẦẟẑểẐấẨềẑỉܱោửᡫẳềᅈ˟Ệ

ᝡྂẴỦ

ẋྰС૙Ꮛ ʴૠἂἽὊἩݲᱫỉ࠰ီ

ẋᡶഩСࡇίἢἕἊἉἋἘἲὸ

ẋ᣼ٳỂỉ෇ѣửɶ࣎Ệ᩷࠰ݲỉᐯႆႎễ

ӕụኵỚ

ἮὊỶἋỽỸἚᢃѣỉཎࣉ

Ṻᾃếỉ௵

ʴ ఍

ͤ ࡍ

২ Ꮱ

ڊ ˁ

ᅈ˟ỉࢫỆ
ᇌếẺỜ
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૔࣯ඥὉ࣯ࣖ৖࢘ίʴяẬỆࢫᇌế২Ꮱὸ

Ӳעғ↖↝ڊˁ෇ѣ

Ӳעғ↖↝ڊˁ෇ѣ

Ẹỉ˂ڊˁ෇ѣ
ᵏᵌỊếẦẟẼఞộếụί࡯ଐࠊࠊὸ

ᵐᵌႮବఞᑶẰẪỤộếụίʞଐࠊࠊὸ

ᵑᵌԒỚễểᅛụίԒࠊὸ

ᵒᵌރᢊࠊỚễểᅛụίރᢊࠊὸ

ᵓᵌΌ  ῝ΌῗῪ῰῕ῷ​ Ὁῢ῝Ό‌ῳ ῥ​Ύ  ῳ῝ί੔້ࡸὸ

ᵔᵌܤ˱Ҥ᧸໎ἧỹἋίܤ˱Ҥғὸ

ᵕᵌᅦޛịỤᅛụίᅦࠊޛὸ

ᵖᵌࠊ޽࠼ắỚἎἿἁἼὊὅỸỻὊἁίࠊϋɟόὸ

ஊӸʴỉắኰʼ

ᾑᵋᾟίἫὊἙὅᵋἣỸỺἽὸ
இࢸỉἳἕἍὊἊ

ὉὉὉὉὉὉὉ ᅶỊ᩼ࠝỆ࠳Ặễဃ෨ửᡛẾẺẇẸủẻ
ẦỤẆӽẺẼɟʴɟʴỆờӷẳợạỆ࠳ᅦễʴဃử
ഩỮỂờỤẟẺẟểᫍẾềẟỦẇὉὉὉὉὉὉὉ

᣿ਤẼỆễẾềờẆᅈ˟ႎỆ঺ыẲềờẆỪầộộ
ầỂẨềờẆẸủỆợẾề࠳ᅦỆỊễủễẟẇ

˳ẟࢍỂࡍỉạẼỆͤ࠰ݲᅦồỉᇹɟഩỊẆ࠳
ửếẪẾềấẪẮểỂẝỦẇẸạẲềấẬịẆٻʴỆ
ễẾẺ଺ẆɭỉɶỉࢫỆᇌếʴỆễẾềʴဃửಏẲ
ớẮểầỂẨỦẇὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉὉẲẦẲẆ࠳ᅦửࢽ
Ủஜ࢘ỉᢊỊẆ

ᾑᵋᾟίἫὊἙὅᵋἣỸỺἽὸ
இࢸỉἳἕἍὊἊỉዓẨ

ỖẦỉʴỆ࠳ᅦửЎẬɨảỦẮểỆẝỦẇ

ẮỉɭỉɶửẆӽầӖẬዒẟẻ଺ợụݲẲỂờ
ᑣẪẴỦợạỆѐщẲẆࢸỉʴỆസẴẮểầỂẨ
ẺễỤẆരệ଺ầஹềờẆểỆẦẪᐯЎỊɟဃử
໯ᬛỆᢅắẰẵẆஇծửނẪẲẺỉẻểẟạ฼ឱ
ज़ửờẾề࠳ᅦỆരệẮểầỂẨỦẇὉὉὉὉὉὉὉὉ

ίᵏᵗᵒᵏ࠰ᵏஉᵖଐᵠᵋᵮầễẪễẾẺࢸẆࢬỉ୿ẨờỉỉɶẦỤႆᙸẰủẺὸ

ИˊዮᧈẐࢸᕲૼ࠯ẑ൞ỉᚕᓶ

᣿ửസẲềരệᎍỊẐɦẑẻ

ˁʙửസẲềരệᎍỊẐɶẑẻ

ʴửസẲềരệᎍỊ Ẑɥẑẻ

ắฌᎮẝụầểạắằẟộẲẺ

ᙱἿὊἑἼὊἁἻἨಮỉႩẉỉ޽࠼
ắႆޒửᅌࣞᐲẲộẴ

ࢄ ௿
ίẟởẰẦὸ

日 ૪ ʞ　　ー　　ʶ

7014խ 理事Ćۙڳ長൞໸ډ઎

൬ሇᅅਠ
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例会日Ćᄄᅓ日!!13;41ġ14;41

例会場ĆBOBクラɾンʯラザʳʞルঢ়๿

会　長　諏訪　ூ浩

事　𠮷๜　大ഠ　ࠎ

事ოஒĆŧ730-0011!!ঢ়๿ી中ࣾࡊ෨7.89
　　　　リーʄロイʼルʳʞルঢ়๿14G
　　　　TEM!193.331.59:5ĆGBY!193.331.5981
　　　　F.nbjmćixsdAhpepsd/hs/kq
作　成Ć会ၡઔ૛Ćঢ়ၡۙڳ会

広島西ＲＣ 検索

１．真実かどうか？
２．みんなに公平か？
３．好意と友情を深めるか？
４．みんなのためになるかどうか？


